
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天然色の美しさをていねいに 

野菜畑のストール 



 
 

 

――― 美しい里山の残る平泉を世界へ！もっ

と発信する力を 

平泉にある「しづか亭」は、客室 10部屋の小さな温泉

宿。世界遺産に登録されたことで、平泉への注目度は一

気にあがりました。この機会を生かしつつ、またおもて

なしの充実を図るため 2013年春に始めたのが、自家菜園

「たゆたう」でした。林を切り開き、畑として耕し、イ

チから野菜作り。地元農家の方々の助けもあり、3 年目

からは菜園らしく、美しくなりました。 

 

このフィールドを生かして、もっと岩

手のこと、平泉のことを発信できないか

と取り組んだのがオリジナル商品づく

りで、なかでも目玉として用意したのが、

宿近くにお住まいの染色作家・千葉まち

こさんによる「野菜畑のストール」です。 

 

 

「野菜畑のストール」は、菜園の野菜を中心としていますが、宿がある「戸河内（へかない）地域」

の野菜や野の草花を使うこともあります。世界遺産に登録された魅力ある平泉を、ストールの販売を通

じて全世界に発信することで、観光だけでなく、美しい里山の礎を築いてきた地元の方々への一助とな

れば、これ以上喜ばしいことはありません。 
 

≪ 染色作家：千葉まちこさんからのメッセージ ≫ 

草木染を始めたきっかけは、20 数年前。平泉町と岩手県地方振興局と

の研修プログラムで始め、すっかりはまってしまいました。染める布（繊

維、織り方）と染める材料（野菜、花、草木）との相性がどうなるか、

想像と現実のギャップが笑えたり、感動したりと染色は私のライフワー

ク。赤や青系に染めるのが難しく思うような色が出ませんが、そうした

失敗を重ねることも楽しいです。 しづか亭からのご依頼があり、宿で使

用している源泉水を使って染色を行いました。鉄分が含まれた「水」は

黒っぽく仕上がりますが、なんとも不思議な物語の世界を造ってくれま

す。ここでしか生まれない色彩を、より多くの方に広めたいですね。 

 

 

 

 

はじまりの話 



 

 

―――  

大地が育むゆたかな色を、シルク 100％の生地にていねいに染める 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「野菜畑のストール」では、シルク 100％の生地を使っており、たお

やかでふんわりとした肌触りが、身に着ける人をやさしく包みます。ま

た、シルク生地の良いところは、色の薄い野菜でも染まりやすいという

こともあります。 

なお、季節によって採れる野菜も花も異なるうえ、手染めのためひと

つひとつ仕上がりが変わります。そのため「野菜畑のストール」という

大きなくくりはあるものの、全て 1点ものとし、季節の移り変わりも含

めて、ていねいに大切に作っています。 

 

 

ストールの種類 

①ハスの葉・実（触媒：チタン） ②ゴーヤ（触媒：チタン） ③オクラ（触媒：アルミ） ④アジサイ（触媒：銅） ⑤ブ

ラックベリーの実（触媒：酢 80％） ⑥アサガオの花（触媒：酢 80％） ⑦ブルーベリー（触媒：スズ） ⑧玉ネギ皮

（触媒：鉄）  ⑨玉ネギ皮（触媒：銅） ⑩日本そば・全草（触媒：チタン）    

※触媒とは…植物抽出液で染まった繊維を、金属イオンと結合（媒染）させて発色させるために使用するものを呼ぶ。アルミニ

ウム、銅、鉄分などを溶かした液に繊維を浸し、反応させることで色素の繊維染着を良くする。 

【サイズ】70ｃｍ×190ｃｍ 【生地】シルク 100％ 

 

 

① ③ ⑦ ⑧ ⑤ ④ ⑥ ⑨ ⑩ ② 



 

 

 

――― 染色の魅力を知ってほしいから「自分で染める」体験イベントを開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同じ染料でも、染める人によって色の出方が異なります。仕上げまで、どんな色になるのかワク

ワクする時間が染め物の魅力ですよ」と話すのは、講師の千葉まちこさん。しづか亭では「野菜や野

の草花で染める面白さ」と「里山の静かで穏やかな雰囲気」を伝えるために、年に数回、体験会を開

催しています。染める方法を座学でレクチャーした後、実践として染める作業を行っていきます。参

加者の方々の様子をみながらですが、菜園「たゆたう」を散策しながら、染める素材を集めることも。

参加したみなさんの評判はとても良く、イベント終了後も自分だけの色づくりに没頭する方もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験イベント 



 

 

 

――― インターネットを活用し、平泉のこと、世界へ発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野菜畑のストール」はもちろんのこと、しづか亭の宿のこと、菜園「たゆたう」での作業の様子、

里山の移りゆく風景などを切り取って、全世界に向けて発信しています。フェイスブックでの記事が

メインですが、この季節に何があるかな？というのがわかるようにまとめたサイト「ていねいな暮ら

し」も随時更新しています。 
 

 

しづか亭フェイスブック…週 2～3回更新。https://www.facebook.com/shizukatei.hiraizumi 

しづか亭公式サイト…http://shizukatei.com/ 

 

 

 

 

その他 

奥州平泉温泉 しづか亭 

〒029-4102 岩手県西磐井郡平泉町平泉長倉 10-5 

Tel：0191-34-2211 

メールアドレス：srj-kobayasi@mtd.biglobe.ne.jp（代表：小林） 
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